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所長　中田 政之
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/MSRL/

Materials System Research Laboratory

材料システム研究所
材料を取り巻く技術課題を解決し、材料システムの最適化を
昭和56年に開設。資源環境、社会環境、経済環境を包含する地球環境の中で、素材
から構造物、そして使用後の廃棄とその循環といった材料の流れをシステムとして
捉え、材料を取り巻く様々な技術課題を解決し、材料システムの最適化を図ることを
目指し、以下の活動をおこなっている。
・論文集の発行：論文集「材料システム」を昭和57年から平成29年まで年1回

発行。平成31年から英文論文集 “Materials System”として発行を継続。
・国際会議の開催: “Composites Durability Workshop”を平成10年から

平成27年まで計20回開催。平成24年に “8th International Conference
on Mechanics of Time-Dependent Materials”を、平成29年に “12th
International Symposium on Experimental Mechanics”をそれぞれ開催。

・協力協定の締結：平成13年に “Structures and Composites Laboratory in
Department of Aeronautics and Astronautics at Stanford University
と、平成24年に東北大学・次世代航空機研究センターとそれぞれ研究協力
協定を締結。

RESEARCH THEME : 研究テーマ

・社会インフラ用複合材料の革新的製造技術・成形
装置の開発

・宇宙望遠鏡の開発・ＣＦＲＰ製光学システムの試作・検証
・航空機複合材料構造の数値解析法の研究
・メゾメカニクス・最適設計による複合材料の高性能

化・新機能創製
・複合材料の信頼性向上に向けた成形技術と破壊

特性に関する研究
・プラスチックおよび複合材料からなる構造物の寸

法安定性評価
・プラスチック系複合材料およびその構造物の耐久

性評価
・分子設計・化学構造の最適化による複合材料の高

性能化・新機能創製

やつかほリサーチキャンパス

研究キーワード
・複合材料
・ＣＦＲＰ
・プラスチック
・数値解析
・信頼性
・最適設計
・耐久性

・メゾメカ二クス
・破壊
・社会インフラ
・航空機
・宇宙望遠鏡
・化学構造・分子設計

ほか

・ 切削加工
・ 高能率・高精度
・ 新素材
・ 微細加工技術
・ 生産工学
・ 工作機械
・ 省エネルギー技術
・ 塑性加工
・ 合金設計
・ 計算材料学
・ 分子動力学
・ 数値解析

・ 複合材料
・ 材料機能創製
・ 計算力学
・ バイオマテリアル
・ バイオメカニクス

所長　加藤 秀治
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/mplab/

Advanced Materials Processing Research Laboratory

先端材料創製技術研究所
ワクワクする研究にチャレンジ
先端材料創製技術研究所は、ものづくり基盤技術である、塑性加工技術、生産加工技術、 材料設計
技術、計測・制御技術を柱として、それぞれを融合させて新たなイノベーションの創出を図っています。
これを実現するために、社会に必要とされる先進的な“もの”、新製品を市場に送り出すための基礎と
なる要素技術の創製、高度加工技術や加工機械の開発を目指しています。
また、本研究所は工作機械、工具、周辺機器、材料メーカーをはじめとし、多数の企業との共同研究を
積極的に推進しています。生産分野におけて異なる専門領域の研究員が横のつながりを大切にオン
リーワン技術の創製を目指しています。
共同研究のお申込みや加工技術などに関するご相談がございましたら遠慮なくお声掛けください。

▲小型工作機械
　シミュレータ

RESEARCH THEME : 研究テーマ

本研究所は“ワクワクする研究”をキャッチフレーズに
①使用環境に適合した高機能部品の創製
②個々のニーズに特化した製造方法とこれを

サポートする計測技術の確立
③従来にない生産システムの構築
④VR空間を利用した工作機械シミュレータの

開発

⑤究極の高精度化・高速化を可能とする要素
技術と加工技術の開発

について研究を行っています。
これらのテーマを基幹として、人や環境に
やさしいものづくりで社会貢献を目指して
います。

研究キーワード

ほか

やつかほリサーチキャンパス
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